
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１２年１月２２日 

№30 

 

■市長より課税限度額の改訂について諮問 

…1 月 10 日、尾崎市長は東大和市国民健康保険運営協

議会に、国民健康保険税の課税限度額のアップについて

諮問しました。諮問内容は 

ア）基礎課税額の課税限度額について 

  50万円を 51万円に改める。 

イ）後期高齢者支援金等課税額の課税限度額について 

  13万円を 14万円に改める。 

ウ）介護納付金課税額の課税限度額について 

  10万円を 12万円に改める。 

上記、各税目の課税限度額を上げることにより、対象と

なる方の税額がそれぞれ1万円～2万円アップして税収

増を図ることを協議会で検討して欲しいとの依頼です。 

…国民健康保険の保険者は市で、被保険者は加入者。 

国民健康保険は市が独自の財源によって運営すること

を基本としていますが（特別会計）、現在はその独自の

財源によって運営することが困難になり、市の一般財源

からの繰入金に大きく依存している状況。東大和市では

H22 年度にも税率、税額などをアップしていますが、

未だに厳しい財政運営を行なっているとことが改訂を

検討する理由とのことです。（右諮問理由参照） 

 
 

■ 健康、生命を守るために重要な健康保険だが  

徴収率アップ、医療費の抑制なども必要 

…最近では、各自治体が課税限度額をアップさせている

状況ですが、そこで議論されるのが公平性。東大和市の

第４次行政改革大綱（案）（※計画期間 H24 年度～   

H２８年度）では歳入の確保の取り組みとして国民健康

保険税の収納率の向上を挙げています。収納推進委員の

活用や、コンビニでの納付なども可能にするなどの取り 

 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシ

ップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／

卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・

生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマ

ーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店

長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、

漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出

会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

見直しを検討…４月から国民健康保険税がアップする？？ 
v 

 

【尾崎市長からの諮問理由】 

国民健康保険事業は、市民の健康、 

生命を守り生活を支える重要な役割を果たしておりま

すが、独自の財源によって運営することが困難であるこ

とから市の一般会計からの繰入金に大きく依存し、厳し

い財政運営を行なっております。このため、平成 22 年

度には、東大和市第３次行政改革大綱推進計画の国民健

康保険税の見直しの方針を基本に、国の平成 22 年度の

税制改正を踏まえ、低所得者の負担に配慮した７割、５

割、２割の減額を実施すると共に税率及び課税限度額の

改訂を行っております。国は、平成 22 年度、平成 23

年度に国民健康保険税の課税限度額の改正を行ってお

りますが、平成 24 年度については、12 月 10 日に改正

しないことが閣議決定されたところであります。独自の

歳入を確保し、国民健康保険事業の健全な運営を図るこ

とが重要でありますことから、納税義務者間の負担の衡

平を考慮し、平成 23 年度に改正された課税限度額に沿

って東大和市国民健康保険勢の課税限度額の改訂を行

うものであります。 

 

組みをし、5 年間で収納率 0.5％の向上を目指している

とのことです。（H22年度収納実績 66.6％）。 

…H22年度は一般会計から約1億 7200万円繰入金をい

れた当市の国民健康保険事業。収納率を上げ、市民の負

担の公平性を担保すると同時に、これ以上の医療費の増

加にならないような取り組みについても積極的に取り

組む必要があります。ある自治体ではお年寄りの筋トレ

体操実施によって、体操をした人の医療費が一人あたり

年 23,000 円も下がったとのこと。当市でも医療費の抑

制、お年寄りの健康維持、日頃のふれあいの場となるこ

のような取り組みもあわせて行うよう、市にも働きかけ

ていきたいと思います。 


